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日 時 平成 29年 5月 5日（金・祝）～6日（土） 

会 場  富山県総合体育センター 

 

 

北信越バスケットボール協会 審判委員会 

 



開 講 式 
 

【北信越審判長 川端 孝博氏】 

今回は北信越Ａ級講習会として、日本協会より講師をお招きしています。皆さんには、Ｗリーグを経験さ

れたお二人からこの二日間でいろんなことを学んでほしいと思います。 

                
【平 育雄氏】 

Ａ級講習会なので厳しい言葉もあるかと思いますが、全ては皆さんにＳ級を目指す上でモチベーション

を上げていただくためです。二日間ゲーム以外の場面でいろいろな話が出来ればよいと思っています。 

                  

【黒岡 和哲氏】 

２ＰＯマニュアル、３ＰＯマニュアル、ＪＲＳの活用と私たち審判員にとって学びやすい環境が出来てきま

した。しかしその一方で、ガイドラインが出来たことで周りからもシビアに見られます。今まで以上に意識を

高め努力していただきたいと思います。 

                 

 



【 講 義 】 

平成２９年５月５日（金・祝） 9：00～  富山県総合体育センター 会議室 

講師 黒岡 和哲 氏 

Ｓ級ライセンス取得に向けて、自身の環境を嘆いてもだめであるし、その中で工夫をすることが大事。 

事前準備として、ルールブック、２ＰＯ、３ＰＯメカニクスを常に目を通すこと。ルール改正、チーム情報や大会要項

も必ず把握すること。会場ではコート、割当、パートナーとのコミュニケーション、体調等の確認を大切にする。 

Ｓ級ライセンスは日本のトップであり、責任も重くなる。自分自身のことだけでなく、下の指導も必要である。 

皆さんは課題を乗り越えていくために、様々なことを言い訳にあきらめていませんか？Ｂ級はＡ級を見ています。

ＪＢＡは急速に変革しています。アンテナを高く広く立て、色々な情報を手に入れる努力をして下さい。また、これ

をチャンスと捉え、積極的な活動を行ってください。 

 

講師 平 育雄 氏 

【審判の役割とはなにか】 

① 試合を始める 

② 試合を進める 

③ 試合を終わらせる 

【持ってほしい課題】 

「ﾚフェﾘ－」というスポーツをやっている。年齢、性別は関係ない。 

【「担当するゲームをどんなゲームにしたいか」ということを考えてほしい】 

① 試合を始めるために 

・ゲームの準備、メンタルの強化、ライセンス 

② 試合を進めるために 

・ルールの理解、メカニクスの共通理解、バスケットボールの理解 

③ 試合を終わらせるために 

・ゲームの状況の把握、戦術の理解、バスケットボールの理解 

【「ゲームコントロール」とは】 

・ルール通りにゲームを運営すること、ルールで説明できるコールをすること。 

・明らかな判定ミスをしないことｌ。 

・ガイドラインはルールの抜粋である。そのため、ガイドラインを考えるうえで、リーガル・ガーディング・ポジション、 

シリンダーを徹底すること。 

・常時、ルールブックどおりに運行すること、それに当てはまらないケースはコールすることができない。確認できる

位置を求め、動く、予見することを強く意識すること。 



実技研修 ～ミーティングの様子～ 

 

5月 5日（金・祝） 

女子 1部 

新潟青陵大学(新潟県)－北陸学院大学(石川県) 

 

主審 矢田 伸一 (石川県) 

副審 久保 まり  (新潟県) 

 

 

5月 5日（金・祝） 

女子 1部 

新潟経営大学(新潟県)－信州大学(長野県) 

 

主審 竹村 和敏 (富山県) 

副審 吉田 康人 (石川県) 

 

 

5月 5日（金・祝） 

男子 1部 

新潟医療福祉大学(新潟県)－新潟大学(新潟県) 

 

主審 山本 邦博 (長野県) 

副審 竹田 雄介 (富山県) 

 

 



実技研修 ～ミーティングの様子～ 

 

5月 5日（金・祝） 

男子１部 

富山大学(富山県)－金沢工業大学(石川県) 

 

主審 関 和明             (長野県) 

副審 早川 貴章 (新潟県) 

 

 

5月 5日（金・祝） 

女子 1部 

新潟医療福祉大学(新潟県)－新潟青陵大学(新潟県)  

主審 鈴木 宏    (新潟県) 

副審 濱住 知明  (富山県)  

 

 

5月 5日（金・祝） 

女子 1部 

北陸学院大学(石川県)－新潟経営大学(新潟県) 

主審 丸山 大    (新潟県) 

副審 河辺 真由美 (富山県)  

 

 



実技研修 ～ミーティングの様子～ 

 

5月 5日（金・祝） 

男子１部 

新潟大学(新潟県)－富山大学(富山県) 

 

主審 山内 正隆 (長野県) 

副審 浮池 亮太 (福井県) 

 

 

5月 6日（土） 

女子１部 

新潟青陵大学(新潟県)－信州大学(長野県) 

 

主審 竹本 禎憲 (石川県) 

副審 梅田 香             (福井県) 

 

 

5月 6日（土） 

男子１部 

新潟医療福祉大学(新潟県)－金沢工業大学(石川県) 

 

主審 栗原 敏彰 (福井県) 

副審 山本 達也 (富山県) 

 

 



実技研修 ～ミーティングの様子～ 

 

5月 6日（土） 

女子１部 

新潟医療福祉大学(新潟県)－新潟経営大学(新潟県) 

 

主審 大井 明   (長野県) 

副審 白川 直弘 (石川県) 

 

 

5月 6日（土） 

女子１部 

信州大学(長野県)－北陸学院大学(石川県)  

 

主審 仲埜 弘幸  (福井県) 

副審 山崎 翔泰  (新潟県) 

 

 

 

 

 

 

 

 



閉 講 式 
 

【黒岡 和哲】 

・Ａ級審判員としての経験値を上げ、キャパシティーを広げてください。 

・今より更に競争意識をもって審判活動をしていただきたいです。 

 

 

【平 育雄氏】 

 ・皆さんが持っているライセンスについてもっと強く意識してください。 

・Ａ級審判員がＢ級の笛を吹いてはいけないと思います。 

・コート内外問わず事前の準備を怠らいないでいただきたいです。 

 

 

【北信越審判長 川端 孝博氏】 

・普段気づかなかったことに改めて気づけた講習会でした。 

    ・北信越全体で更に意識を高め、一丸となって活動していきたいと思います。 

 

                                                           以上 


